
天塩町地域おこし協力隊 活動報告 2016（平成 28年度） 

6 月（役場 協力隊） 

 

6 月 3 日（金）第 22回天塩かわまちづくり検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 22 回目となる天塩かわまちづくり検討会に参加。 

今回は、今後の、かわまちづくりの集まりを「検討会」から、これまでに出たアイディアや計画を実現させ

るために金銭面や信用面でより実践的な団体「かわまちづくり協議会（仮称）」としていきたい、というよ

うなことが話し合われました。 

 何故、協議会にしなければならないのか負担が増加するのではないか、という町民の方々の不安をよそに、

司会者含めた会全体の雰囲気が「そうなることは決定事項」という予定調和のような印象を受けました。 

 街づくりの活動は、実際に暮らす方々の意思を踏まえた上に成り立つ、ということを忘れないようにした

いものです。 

 

 開発局の方で、イトウを模した看板の試作品を作って頂きました。何とも言えないかわいらしい顔のイト

ウ看板は今後のイベントで展示予定。このほかにもオオヒシクイなどのシリーズ化を考えているようです。  

 

 翌日に予定されていた鏡沼植生調査・民安山ハイキング調査は天候の都合もあり延期となり、非常に残念

でなりません。 

 

 

 

 

 

 

 



6 月 12 日（日） 豊富つなぐ市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 天塩町のお隣、豊富町にて行われたイベント『豊富つなぐ市』に天塩町フェスタ しじみラーメンチームの

方々と参加。 

10 時から 14 時までと短い時間でのイベントながら、10 時の開店から会場ホールは大勢のお客様で溢れ返

っておりました。 

 しじみラーメンはホール外の調理室にて提供を行っていたのですが、飲食店の出店が少なかったこともあ

り、お昼少し前になると一度に大量の注文が入ってきました。最初は不慣れだったスタッフも、時間が経つ

につれてスムーズに作業をこなせるようになり、用意していた 140 食を完売。 

 しじみラーメンは味が繊細なこともあり、トッピングも気を使わなければなりません。 

お勧めトッピングは、ネギ、もやし、きくらげ（塩漬けしておくと尚良し）、赤穂の天塩で漬けられたメン

マ。特にメンマに関しては少々値が張りますが、安いものでは味を崩し兼ねない為、重要です。 

  

 そのままで食べている方も多いと思いますが、是非『トッピングしじみラーメン』試してみては如何でし

ょうか。 

 

 

6 月 15 日（水） かわまちフットパス散策・意見交換会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フットパスの散策会に参加してきました。 



フットパスというと「なんだろう？」となるかと思われますが、健康管理を目的としたウォーキングと違い、

その場所の歴史や自然を感じながら散歩をする、というイメージがしっくりくるでしょうか。 

フットパスについては、かわまちづくり検討会・交流分科会で話し合いが行われており、今回は鏡沼海浜公

園～天塩川河川公園～川口遺跡というコースを回りました。 

 参加者は天塩町のほか、幌延、羽幌、そして今年の 9 月「全道フットパス大会」が行われる豊富からフッ

トパス担当の方々がいらっしゃり、総勢 20 名弱で意見を出し合いながらフットパスを楽しむことが出来ま

した。 

 現地視察後は役場に戻って意見交換会。かわまち検討会では「河川公園から川口遺跡まで繋いだらフット

パスとしていいよね」ということで話し合いが進められてきていましたが、「フットパス愛好者は足場が悪

くても“歩きたい人々”、フットパスが歩きやすいかどうかはあまり関係がない」という意見が出ました。 

また、河川公園という整備された立派なスペースも町民に活用されなければ無駄になりかねません。 

「何のための、誰のためのフットパスなのか」ということを考え、町民の方々に長く使ってもらえる雰囲気

作りも行っていく必要性があり、公園から遺跡へ繋げる、ということで進められていた計画でしたが再度検

討の余地があることを感じました。 

 

 

6 月 20 日（月） 浜頓別 白樺樹皮採取 

 

 

 

 

 

 

 

 

 林業業者の方、北海道森林室、白樺樹皮クラフト作家の方立会いの下、浜頓別にて白樺樹皮の採取に参加

させていただきました。 

 白樺の樹皮は、1 度樹皮を採ってしまうとその部分は再生せず、場合によっては越冬できず、越冬できた

としても数年経つと枯れてしまいます。白樺の樹皮は高値で取引されていますが、マナーやリテラシーのな

い人々によって被害を受けているそうです。 

今回は、事前にどの樹木から皮を取るかアタリをつけ、業者の方に伐採してもらった直後に採取。 

採ってきた樹皮は、7 月 29 日（土）から行われるキャンプフェスタ 2016 in 天塩での活用を考えています。 

 作家の方いわく「白樺クラフトは地域・林業振興の一環。都市部で人気のある白樺を使った町おこしが出

来るのでは」とのこと。 

今後、天塩町でも白樺樹皮クラフトに興味を持つ人が増えてくれれば、と思います。  



6 月 25 日（土）～26 日（日）春の地場産フェア in 旭川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 旭川の道の駅「あさひかわ」で、春の地場産フェアが開催されました。 

天塩町のマスコットキャラクター「てしお仮面」も一緒に行きました。 

「てしお仮面」を初めて見る方も多かったですが、大人気で、小さなお子さんから大人の方まで、みなさん

に可愛がってもらい、てしお仮面も大満足でした。 

増毛えび地酒まつりでも登場した定番の「天塩しじみラーメン」、「ChuChu プリン」、てしおキムチ工房

さんの「キムチ」、べこちち FACTORY さんの「チーズ」、「マスカットサイダー」に加え、「トロケッテ

ウーノ」、「黒いプリン」、そして天塩名産の「しじみ」や「糠ほっけ」も販売しました。 

天塩町のことを知っている方が多く、懐かしの味を求めて、天塩町のブースに来てくださいました。また、

「ChuChu プリン」のパッケージと食べ方、黒いプリンの正体に興味津々な方が多く、プリンは旭川でも大

人気でした。「トロケッテウーノ」の大ファンという方もいましたが、濃厚ないちご牛乳のような感じで、

とてもおいしい飲み物です。 

特に女性に人気のようです。ぜひ一度お試しください。 

そして天塩といえば「しじみ」です。なかなか天塩町外で手に入らないということもあり、贈り物としてお

買い上げ頂く方もいらっしゃいました。「しじみまつりに行くよ。」と言ってくださる方も多く、とてもう

れしかったです。 

2 日間ともあいにくの天気でしたが、非常に多くの方が来場されました。販売している 

お店の方もみなさん笑顔で溢れていました。２回目の物販でしたが、今回も非常に楽しかったです。 

９月に旭川で開催される「食べマルシェ」にも出店いたします。みなさんのお越しをお待ちいたしておりま

す 

 

 

 

 

 

 



自衛隊留萌駐屯地 63 周年 創立記念行事 2016 年 6 月 26 日（日） 

 

６月２６日（日）に自衛隊留萌駐屯地 ６３周年 創立記念行事に、てしお仮面と一緒に参加させていただ

きました。時折雨が降る空模様でしたが、てしお仮面と一緒に、たくさんの方々に天塩町のアピールをさせ

ていただきました。 

９：３０のスタートと同時に、天塩町ブースに元気いっぱい「Chu Chu プリン」を買いに来てくださった

仲良しグループのお客様を皮切りに、たくさんのお客様に天塩町ブースへ足を運んでいただきました。てし

おキムチ工房の「キムチ」や「マスカットサイダー」をお買い上げいただきながら、「第３５回鏡沼しじみ

まつり」に行くよ！と多くの方に声をかけていただきました。また、「天塩出身だから懐かしい！」と「天

塩しじみラーメン」をお買い上げいただいた方もいらっしゃいました。 

また、てしお仮面も自衛隊車両に乗車したり、他の市町村のキャラクター達と一緒に留萌駐屯地内を歩きな

がら回ったり、昨日の旭川に続き、留萌でも大人気でした。 

 増毛、旭川、留萌と３か所の物販を経験させていただきましたが、お客様の反応から、 

天塩町には本当に多くの素晴らしい魅力的な商品がたくさんあることを再認識いたしました。これらの商品

をいろいろな場所でアピールしてもっともっと多くの方に天塩町を知っていただきたい、と強く感じた一日

になりました。 

 

 

6 月 27（月）～28 日（火） 観光まちづくりガイダンス 

”おもてなしから始めるまちづくり あなたも天塩自慢しませんか！” 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、北海道観光振興機構からの助成金を活用し、観光協会主催で行われる「天塩の國観光人材育成プロ

ジェクト」の第 1 弾として、実践的な講座を行う前段階でのガイダンス講演として開催。 

協力隊はその打ち合わせ会議、チラシ作成等に協力させていただきました。 

 講師にかとうけいこ氏を招聘し、2 日間で天塩町と近隣市町村合わせて 50 名近くの方々が参加してくだ

さいました。 



 ガイダンス内の事例紹介では、かとう氏の丁寧かつ分かり易い説明と語りに加え、天塩町民にとって身近

な市町村の例が多かったこともあり、講演後のアンケートは大変高評価。「是非またやって欲しい」「自分

たちでも何か出来そうだと感じた」と言う意見が多くみられました。 

 続く養成講座を通して、実際に天塩で観光ボランティアガイド・コンシェルジュが生まれてくれれば良い

と思います。 

また、道北には”The 観光”と呼べるような資源は少ないため、今後の観光活動を行う上で、地域間連携が重

要な要素となってきます。 

 今後、実施予定の講座は天塩町外の方でも参加して頂けますので、 

ご興味ある方は 01632-2-1001（役場 観光商工課）もしくは、ouentai@teshiotown.com（菅原）まで

ご連絡頂ければ幸いです。 

 

 

6 月 29 日 （水）かわまちづくり検討会・食分科会”イタドリジャムづくり” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かわまちづくり検討会・食分科会で話題の 1 つとして挙がっていた「イタドリジャム」。 

まだ試作の段階ではありますが、ようやく具体的な形として出すことが出来ました。 

ジャム発案者であり食分科会メンバーの、若手酪農家の方監修の下、作業が行われ 3 パターンの試作が完成。 

7 月 7 日 18 時半頃より天塩川河川公園（7 丁目付近）で行われる「水辺で乾杯 2016」でお披露目を行

います。 

イタドリジャムを使ったピザも予定！興味のある方は、お気に入りの一品を持ってお越しください。 

 

※水辺で乾杯とは 

水辺と人との距離を近づける、という目的で 7 月 7 日午後 7 時 7 分に全国の参加者が一斉に乾杯。 

水辺を粋に楽しんでみよう、というミズベリング発の社会実験。 
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